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勢ト民政』として1901年９月に自費出版した。井上30歳の処女作である。
この著書は，世紀の変わり目に，日本が，①帝国としてどうあるべきか，②立憲政治とどのよう
に向かい合うべきか，そして③社会問題にどう取り組むべきかについて，総合的に論じようとした
書物である。
ここで大事なことは，井上が論じたのではなく，論じようとしたという点である。つまり，人び
とがまだ曖昧にしか認識していない1901年という早い時点に，欧米視察をつうじて問題の所在をい
ち早く韵んでいたことだ。
『列国ノ形勢ト民政』は，もっぱら①を問題にしている。②については，官僚主導の政治の素晴
らしさを力説し，おそらく大隈重信らの路線を念頭に置いて，「政治主導」が腐敗の別名であると主
張している。そして③すなわち社会問題については，官僚集団の要となって，1908年から感化救済
事業を，さらに1909年からは地方改良事業を推進してゆくのである。そして，短い期間であったと
はいえ，東京府知事として活躍したことも忘れてはならない。
このように，「インペリアルデモクラシー」という視点は，今回の記念フォーラムを学術的に総括
する際に，もっとも頼りとなる枠組みであると私には思われた。
大原孫三郎の社会貢献は，ほぼ一世紀の歳月をへて，美術館や研究所のかたちを取り，幾世代に
わたって今日に受け継がれた。利用者として社会問題研究所の蓄積を享受してきた者の目に，この
集いはたいへん好ましいものに感じられた。その思いが，シンポジウムで提起されたさまざまな学
術的な論点と重なり合って，以上のようなさまざまな感想を引き出したのであった。
秋晴れの八王子に集まった大原ネットワークの人びとの交流が，その空のように広がることを願
い，この聴講記を閉じることにしたい。
（きのした・じゅん　國學院大學経済学部教授）
